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長
野
・松
本

城

下
町
跡
六
九

所
在
地
　
　
　
長
野
県
松
本
市
大
手
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
一　

一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
九
月
１

一
〇
月
、
二
〇
〇

一

年
二
月
１
四
月

一
一　
二
〇
〇
三
年
六
月

発
掘
機
関
　
　
松
本
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
一
・
一
一　
澤
柳
秀
利

・
小
山
高
志

・
赤
羽
裕
幸

荒
木
　
龍

・
櫻
井
　
了

。
中
村
慎
吾

遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
１

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

松
本
城
下
町
跡
六
九
は
、
松

本
城
天
守
の
南
西
四
人
Ｏ
ｍ
に

位
置
し
、
松
本
城
三
の
九
に
隣

接
す
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
は

上

。
中
級
武
家
屋
敷
と
、
郡
所

や
預
所
な
ど
の
松
本
藩
の
地
方

行
政
機
関
が
集
中
し
て
い
た
場

所
で
あ
る
。

一　
第
四
次
調
査

Ａ
区
と
Ｂ
区
に
分
け
て
調
査
を
行
な
っ
た
。
Ａ
区
は
絵
図
な
ど
の
資
料
か
ら
、

安
永
五
年

（
一
七
七
工○

の
火
災
前
に
は
、
松
平
直
政
の
時
代

（
三
全
ご
一―
一

一全
一八
）
に
建
て
ら
れ
た
外
厩

全
ハ九
厩
）
が
、
幕
末
に
は
藩
の
米
蔵
が
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。

調
査
の
結
果
、　
三
ハ
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
に
か
け
て
の
整
地
層
を
六
層
確
認

し
た
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
建
物

・
土
坑

。
溝
状
遺
構
な
ど
で
、
第

一
検
出
面

盆

九
世
紀
初
頭
）
の
調
査
区
東
端
か
ら
は
、
蔵
と
推
定
さ
れ
る
建
物
の
南
側

と
西
側
の
二
辺
を
確
認
し
、
絵
図
を
裏
付
け
る
成
果
を
得
た
。
出
土
遺
物
に
は
、

瓦
片
、
陶
磁
器

（瀬
戸
美
濃
産
。
備
前
産
。
肥
前
産
）、
木
製
品

（箸
。
下
駄
）、
金

属
製
品

（刀
子
・
煙
管

・
銭
貨
）
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
第

一
検
出
面
か
ら

一
点
、
第
二
検
出
面

（
一
人
世
紀
―
一
九
世
紀
初

頭
）
か
ら
九
点
、
第
四
検
出
面

（
三
ハ
世
紀
末
卜
一
七
世
紀
初
頭
）
か
ら

一
点
、

第
五
検
出
面

（
三
ハ
世
紀
後
半
―
三
ハ
世
紀
末
）
か
ら

一
点
の
計

一
二
点
が
出
土

し
た
。
大
半
が
荷
札
で
あ
り
、
蔵
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
区
は
Ａ
区
の
道
路
を
挟
ん
だ
北
側
に
位
置
し
、
武
宏
屋
敷
と
推
定
さ
れ
る
。

調
査
の
結
果
、
Ａ
区
と
同
時
期
の
整
地
層
を
九
層
確
認
し
、
同
時
期
の
遺
構

・

遺
物
を
検
出
し
た
。
第
四
検
出
面

（
一
七
世
紀
前
半
）
の
建
物
跡
か
ら
は
、
瀬

戸
美
濃
産
鉄
釉
水
滴
や
中
国
津
州
窯
産
染
付
皿
、
志
野
織
部
皿
な
ど
の
茶
器
関

係
の
陶
磁
器
が
数
点
出
土
し
、
茶
室
が
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第

(松 本)



六
検
出
面

（
三
ハ
世
紀
末
―
一
七
世
紀
初
頭
）
の
調
査
区
東
部
か
ら
も
、
芋
子
形

の
瀬
戸
美
濃
産
の
茶
入
が
出
土
し
て
い
る
が
、
出
土
地
点
か
ら
み
て
、
第
四
検

出
面
の
遺
物
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
第
四
検
出
面
の
上
坑

一
四
か
ら

一
点
、
第
六
検
出
面
の
上
坑

一
〇
か

ら
二
点
の
計
三
点
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
遺
構
、
遺
物
が
集
中
し
て
出
土
し
た

調
査
区
北
部
を
拡
張
し
た
範
囲
で
あ
る
。
土
坑

一
〇
に
は
、
中
央
部
に
出
状
の

木
桶

（長
軸
七
〇
∞
短
軸
六
〇
伽
深
さ
一
五
伽
）
が
埋
設
さ
れ
て
い
た
。

一
一　
第
五
次
調
査

本
調
査
地
は
、
「嘉
永
七
年
三
月
改

家
中
名
前
附
図
」
盆

八
五
四
年
）
に
よ

る
と
郡
所
に
あ
た
り
、
そ
れ
以
前
は
武
家
屋
敷
が
あ
つ
た
場
所
で
あ
る
。
調
査

の
結
果
、　
三
ハ
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
ま
で
の
整
地
層
を

一
〇
層
確
認
し
、
第

一

検
出
面
か
ら
第
三
検
出
面
ま
で
が
郡
所
跡
、
そ
の
下
層
が
武
家
屋
敷
時
代
の
整

地
層
と
考
え
ら
れ
る
。
検
出
し
た
遺
構
に
は
、
礎
石

・
土
坑

・
集
石
遺
構
な
ど

が
あ
る
。
出
土
遺
物
は
陶
磁
器

（瀬
戸
美
濃
産

。
肥
前
産
二
爪
産
）、
木
製
品

（漆

塗
製
品
片

・
箸
・
不
明
品
）、
金
属
製
品

（煙
管

・
銭
貨

・
飾
り
金
具
片
）、
沢
潟
紋

（松
本
城
主
水
野
家
家
紋
）
軒
九
瓦
が
あ
る
。

木
簡
は
第
五
検
出
面

（
一
人
世
紀
）
の
土
坑

一
よ
り

一
点
出
土
し
た
。
土
坑

一
は
滞
水
性
の
覆
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
坑
と
い
う
よ
り
池
状
遺
構
で
あ
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
共
伴
遺
物
に
は
、
陶
磁
器

（瀬
戸
美
濃
産
陶
器
。
肥

前
産
磁
器
上
爪
都
産
陶
器
）、
木
製
品

（漆
塗
製
品
片
・
箸
・
円
板
）
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
四
次
調
査

Ａ
区
　
整
地
層

（第
一
検
出
面
）

Ａ
区

(4)

〔助
力
〕

「□
□
井
口
□
」

土
坑

一
一

（第
二
検
出
面
）

「納方吐朧跡か嚇衛
門　」

〔西
力
〕

「
一
日
市
場
村
百
瀬
茂
□
□
」

「納
方
　
花
村
新
太
夫
」

〔南
力
〕

「
□
山
　
口
市
　
衛
門
」

「納
方
□
口
左
衛
門
」

「日

廿

」

回口
□頭
□八
咀 力

］
］
Ｐ
×

∞
∞
×

∞
　

ｏ
］
Ｐ

中
『
Ｐ
×

∞
ｏ
×

ｏ
　

ｏ
∞
Ｐ

ド
ヽ
〕
×

Ю
ω
×

卜

　

〇
伽
Ｐ

岸
ω
ω
×

］
ω
×

伽
　

ｏ
伽
岸
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働
　
。
「納
方
×

名
同
国

０

　

「日
□
」

⑭

　

「日
□
」

③
　
。
「回
□
　
」

。
「

日
□
」

Ａ
区
　
土
坑
二
三

（第
二
検
出
面
）

０

　

□
七
〆
五
百
目
入

（
⇔
ｅ

×

〕
岸
×

∞
　

ｏ
Ｐ
ｏ

Ｐ
〕
μ
×

∞
『
×

ｏ
　

ｏ
ド
Φ

Ｐ
ω
⇔
×

］
呻
×

］
　

ｏ
釦
Ｐ

Ｐ
ｏ
∞
×

い
∞
×

∞
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

□誤抑1洲
E当‖|]

畦 OEIコ

Ａ
区
　
土
坑
六

（第
四
検
出
面
）

⑪

　

「
勤

杜

団
①

剛

Ｎ
Ｅ

〔車
力
〕

Ｐ
卜
Φ
×

∞
ｏ
×

∞
　

ｏ
伽
Ｐ

卜
ｏ
ｏ
×

岸
い
岸
×

Ｐ
］
　

ｏ
Ｐ
ｏ

中
∞
∞
×

（
∞
い
い
）
×

Ｐ
］
　

ｏ
∞
〕

Ａ
区
　
上
坑
一
０

（第
五
検
出
面
）

⑫
　
。
「納
方
□
□
　
□
」

。
「　　　　　　　　　　　［日‐‐日日］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］∞卜
〉〈］〇
〉〈⇔　　⇔伽Ｐ

Ｂ
区
　
土
坑

一
四

（第
四
検
出
面
）

【
門
力
〕

⑬

　

「□
□
口
□□
□
□

上
　
□
□
進
之
」

Ｂ
区
　
土
坑
一
０

（第
六
検
出
面
）

⑭
　
。
「
□
」

。
「□
」

l10②
ｌ
Ｏ
は
、
米
蔵

へ
の
米
納
入
の
荷
札
で
あ
ろ
う
。
②
は
文
字
の
一
部
を
損

傷
す
る
も
の
の
、
遺
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
片
面
に
納
方
役
人
を
、
裏
面
に

貢
納
地
と
貢
納
者
を
書
き
入
れ
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
貢
納
地
の

「
一
日
市

場
村
」
は
、
現
在
の
南
安
曇
郡
三
郷
村

一
日
市
場
に
あ
た
る
。
①
は
品
名
は
不

明
だ
が
、
品
物
の
数
量
を
記
し
て
い
る
。
⑩
は
文
字
が
合
羽
刷
り
さ
れ
て
お
り
、

近
代
以
降
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。
⑫
に
も

「納
方
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

Ｐ
卜
ｏ
×

（
⇔
］
）
×
枷
　
ｏ
∞
〕

『
ω
×

（
∞
］
）
×

ω
　

ｏ
∞
］

Ｐ
卜
ｏ
×

］
Ｐ
×

卜
　

ｏ
Ｐ
］

「
小
松
齢

司
様

行
翠

卿
」



出
土
地
点
か
ら
み
て
、
米
蔵
に
関
連
す
る
か
は
判
断
で
き
な
い
。
⑮
は
中
山
道

の
贄
川
宿
か
ら
小
松
齢
司
宛
に
運
ば
れ
た
荷
の
荷
札
で
あ
る
。
嘉
永
七
年
の
絵

図
に
よ
る
と
、
本
調
査
地
に
は
小
松
齢
司
の
名
前
が
あ
り
、
考
古
資
料
か
ら
も

絵
図
を
実
証
す
る
こ
と
の
で
き
た
好
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
Ｏ
⑩
⑬
に
は
五
カ

所
、
⑭
に
は

一
カ
所
、
孔
が
認
め
ら
れ
る
。

(1) 二荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
「中
村
」
は
地
名
か
人
名
か
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

松
本
市
教
育
委
員
会

『松
本
城
下
町
跡
六
九
　
第
四
次
緊
急
発
掘
調
査
報
告

豊
屋

（二
〇
〇
二
年
）

（太
田
万
喜
子
）

第
二
次
調
査

〔鰹
節
己

Ｌ

□
□
□
」

名

中
村
　
」

Ｐ
∞
∞
×

∞
ｏ
×

い
　

ｏ
い
Ｐ

― (3)

呻

― (6)

囀

― (5)
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日
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℃

一

の　０
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日
田
日
∪

一

一

い
　
・く・５
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・
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